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つことが重要であるとして、 「自己効力感j に焦点を当てた研究を紹介している。 i自己効力感j
に関する研究としては、 S.A. Painter‘の人事評価という職務に関する校長の自己効力感の研究、 C.
Dimmock & ]. Hattieの学校改善に関わる校長の自己効力感の研究、 C. A. Lyons & M.]. Murphy 




いて分析した Z. Rosenblatt & A. Somechの研究、日本の校長の経営行動を観察した篠原清昭氏の
研究など、具体的な校長の行動に焦点化された研究が紹介されている。また、教頭のリーダーシッ
プに関する研究として、 C. Hausmanも紹介されている。
第3については、校長の職能成長に関する A. Assor & I. Oplatl切の研究、校長のコミュニケー
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られている。この指摘は今後のスクールリーダーに求められる資質能力を示していると言え、とて
も示唆的である。しかしこれらの研修活動に既存の大学院や新たな教職大学院がどのように関わっ
ていくべきかなどの指摘があるとさらに示唆的であったと思う。
本書の最後に、向山県下で実施された、スクールリーダー育成プログラムに必要な内容に関する
アンケート調査の結果が掲載されている。このアンケートは、 2005年 7月当時の全現職校長、教頭
と2004年度退職の全校長を対象として実施されたもので、 r J磁務遂行上、もっと身につける必要が
ある力量Jについて主に尋ねる内容になっている。アンケート結果の分析から今後のスクールリー
ダー育成において必要な視点として 3点指摘している。第 1に教育内容についてである。具体的に
は、カリキュラム実施・評価、校内研修、学校評価・教員評価、学校教育呂擦の具体化・浸透・実
施、現状分析と学校教育目標の設定、児童生徒の理解と指導などの学校経営の領域に関する内容を
教育課程に盛り込むことの重要性が述べられている。また、これらに加えて予算編成や危機管理に
関する力量形成を留るプログラム開発の重要性も指摘されている。第 2に領域横断的な教育内容の
開発である。例えば授業研究を推進するための学校経営の在り方、教育内容・方法開発のマネジメ
ントなど、教育経営学と教育方法学の接近という課題にどう取り組むのかという課題が提示されて
いる。第3に習得すべき能力についてである。アンケート結果から、現状分析と学校教育目標の設
定に隠する能力の向上が期待されていることが明らかとなった。このような分析能力の向上のため
のプログラム開発が今後の大学続でのスクールリーダー育成の支柱となると指摘されている。
4. まとめ
本書の基になっている共同研究プロジェクトの目的は、新たな学校経営環境のもとで求められる
スクールリーダーの専門的力量の育成のための教育プログラムの開発である。本書では、新たな学
校経営環境やそこで求められる資質能力について、理論的かっ実践的観点から詳細に記述されてい
る。新しい学校経営環境として学校の自律性の確立を提示し、そこでは学校を経営組織体にするた
めの f組織マネジメント力Jの修得がこれからのスクールリーダーには求められると指摘している。
その具体的な資質能力として、思いをビジョンにする f概念化能力J、ビジョンを戦略や計画にし
ていく「編集能力j という資質能力、特色ある学校経営のために必要な地域診断・学校分析の能力、
リスクマネジメントの能力など、新たな資質能力の重要性も提示されている。また、リーダーシッ
プに関する理論的研究からコミュニケーション能力や意思決定、問題解決、アセスメント能力など
も提示されている。
これらのスクールリーダーに求められる新しい資質能力やそれを育成するための大学院の存在意
義については指摘されながらも、プロジェクトの目的である教育プログラムの開発にまでは至って
いなし 1点は残念である。理論研究及び先行研究の分析、そして実践研究の分析を踏まえて明らかと
なった課題から新しい教育プログラムのモデルが提示されていれば、今後スクールリーダー育成に
取り組む大学院にとって本書はさらに有益な書となるであろう。
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